
　　　　＜　ホースバンド締付方法　＞

※　圧力検査の結果、適正の

　　　ASSY方法で組付けた状態に

　　　おいては左図の <締付位置①>

　　　の状態でも充分に締付が

　　　出来ており、ﾎｰｽの抜けや

　　　流体の漏れ等は生じません。

　　　　　　　　　　　　　　また、漏ドレンホース使用時は必ず付属の専用バンドにて作業して下さい。

　　　　　③　最後に確認の為、指でバンドの先端を押し付けて目印穴の中に納まっているか、確認して下さい。

　　　　　　※　注意　：　完全に穴が隠れてしまう程締め込むと、バンドの破損の原因となります。

　　　　　　　　バンド先端のアール部が目印穴の中に入っている状態が適正の締付トルクとなります（※2）。

＜　漏ドレンホース　専用　ホースバンド　取扱い説明書　＞

　　　　　①　始めにホースバンドをゴム継手の先端よりホースバンド溝部に通しておきます。

　　　　　②　塩ビ管を挿入し、ネジ部をマイナスドライバー等で締め込み、バンドの先端が

　　　　　　　　トルク管理用の目印穴（※1） 付近までいくように締め込んでいきます。

【 ◎正しい締付状態 】

※1 ﾄﾙｸ管理用目印穴

<適正締付位置①>
バンドの先端がこの位置で
締付トルク値

20A ： 7.5 kgf-cm
25A ： 10 kgf-cm

<適正締付位置②>
バンドの先端がこの位置で
締付トルク値

20A ： 13.3 kgf-cm
25A ： 16.6 kgf-cm
30A ： 15.3 kgf-cm

【 NG 締付状態 】

× 締付不十分 ×
抜け ・ 漏れ 等の原因と
なります。

× 締付過ぎ ×
ホースバンド破損の原因と
なります。

※２


